
3海女の不思議
どうしてアマは女性？
　今日ではアマといえば女性の海女だと思われていますし、たし

かに鳥羽・志摩地方では海女が圧倒的に多いようです。

　では、アマはどうして「女」か？ 3つの代表的な説があります。

①女性は男性と比べて、皮下脂肪が多く、寒さに長く耐えられる

という説。

②漁業が発達するにしたがって、男は次第に大量な漁獲を求めて、

沖の漁場へ出て行くようになり、磯でする潜水漁業は自然に女

の海女になったという説。

③朝廷や神宮へ神饌としてアワビを奉る神聖な役割は、とくに女

性が果たしていたという説。

あなたはどれだと思いますか？

　女性が漁業に従事するのは、日本では珍しいことです。アマの

漁法や習慣には、伝統的な海の民の生活を想わせるものも少なく

ありません。

海人・海士・海女・潜女・蜑婦？
　古い時代のアマが女性であったのか男性であったのか、女性の

アマがすでに平安時代にいたことは文書にもありますが、男性ア

マとどれぐらいの割合であったかは、わかっていません。

　古い文献には、アマを表す文字がたくさんあります。海士、白

水郎は男性でしょうが、海人はいずれか解りません。潜女、潜婦

ははっきりと女性でしょう。明治初期には蜑婦の文字も使われて

いますが、いまふつうに使われる「海女」と漢字で表現されるよ

うになるのは、明治期になってからのようです。
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●海女が多くいる地域
●海士が多くいる地域
●海女・海士ともにいる地域

松前町・小島

男鹿市・畠

新潟県村上市馬下

三島郡出雲崎尼瀬

舳倉島・七ツ島

石川県輪島市海士町
羽咋市滝

福井県安島（東尋坊）

加賀市塩屋町

京都府袖志

小沢見
鳥取伏野

夏泊

小値賀島笛吹
宇久島

生月島壱部
豆酘

対馬・曲

壱岐・小崎

壱岐・八幡浦

平戸・幸ノ浦

志賀島・弘

地島

鐘崎

若松区岩屋

油谷向津具下（大浦）

見島

山口県萩市越ヶ浜

青海島・通浦

呼子・名護屋

西中戸
小ヶ倉
天草二江 出水郡東町

阿久根市脇本

山門野

天草市牛深町須口

福江島戸楽
福江島三井楽

沖縄県糸満市糸満

奄美大島
瀬戸内町古仁屋

下甑島
瀬々野浦・手打

種子島
西之表市池田・現和浅川

白浜・折生迫・野島

宮崎県児湯郡都農町

大分市佐賀関小浜

伊方町
串・正野

伊座利

香川県三豊市詫間町大浜肥地木

椿泊

美浜町三尾

伊島

新宮市三輪崎

志摩半島

伊豆川奈

長井・佐島
江の島
大磯
真鶴

北茨城市大津町

雲見

下田市田牛・南崎

伊豆白浜

八丈島中之郷

伊豆大島

三浦市
城ヶ島・松輪・毘沙門

白浜

白間津・大川
御宿

ひたちなか市平磯

小浜町 小名浜

豊間
いわき市四倉町

宮城県東松島市宮戸字室浜
（宮戸島）

久喜
小袖

久慈市大尻
岩手県洋野町川尻

三戸郡階上

泊 白糠尻労
下北郡東通村尻屋

布良

阿部

利尻島

「日本蜑人伝統の研究」田辺 悟 著（1990年）を参考に作図しました。

■アマの主な分布

韓国
済州島

親
潮

黒潮

黒
潮

対
馬
海
流

海女はどこにいるの？
　鳥羽・志摩地方をはじめとして、千葉県の南房総、静岡県の伊

豆、徳島県の阿部、山口県の大浦、福岡県の鐘崎、長崎県対馬の

曲、福井県の雄島、石川県の舳倉島などが、アマ漁の盛んなとこ

ろとして知られています。

　世界的にみると、海士は中国南部やマレー、太平洋地域などに

多くいますが、海女は韓国の済州島にいるほかには、ほとんどみ

られません。済州島の海女は、以前は朝鮮半島沿岸はもちろん、

遼東半島、沿海州、そして対馬や日本海沿岸にも進出

しており、その技術は日本の海女と変わるところが

ありません。

　志摩半島の海女は、早くから他地へ出稼ぎに出ま

した。近くは熊野地方、ほかに伊豆や北海道の

利尻島、一時朝鮮半島へも行きました。
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